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贅沢な日常が味わえる宿

京の宿石原は築 100 年近くを数える木造建築の旅館宿で、前身

の骨董屋を含め、古くから姉小路界隈で商売を営んでまいりま

した。

そしてこの度、2024 年度に魚谷建築研究所設計のもと改装工事

を実施し、これまでの魅力がより引き立った宿としてリニュー

アルオープンいたしました。

この度の工事で、蔵 (KURA) と母屋 (OMOYA) の 2 部屋の趣ある

特徴的な部屋が完成し、姉小路界隈の特徴でもある優しい落ち

着いた雰囲気を心置きなく感じていただける空間になりました。

どちらも和と洋がシームレスに融合した広々とした空間です。

京の宿 石原

京都市中京区柳馬場通姉小路上る柳八幡町 76
075-221-5612　全 2 室　2 名利用朝食付き 55,000 円〜
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姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
が
三
十
年
の
大
き
な
節

目
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

賑
わ
い
溢
れ
る
京
都
の
ま
ち
の
中
心
部
に
あ
り
な

が
ら
、
昔
な
が
ら
の
美
し
い
風
情
を
残
す
姉
小
路
界

隈
は
、
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
思
い
出
深
い
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。

貴
会
の
皆
様
は
、
京
都
市
の
「
地
域
景
観
づ
く
り

協
議
会
制
度
」
に
よ
り
、
地
域
の
様
々
な
人
々
が
参

画
し
て
熱
心
な
議
論
を
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
今

年
で
十
年
を
迎
え
る
協
議
会
活
動
で
は
、
百
三
十
回

を
超
え
る
意
見
交
換
で
、
新
た
に
地
域
に
入
っ
て
こ
ら

れ
た
方
々
と
丁
寧
な
話
し
合
い
を
重
ね
る
な
ど
、
地

域
の
暮
ら
し
と
調
和
し
た
美
し
い
ま
ち
な
み
を
守
り

抜
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
美
し
い
行
灯
の
明
か
り
で
ま
ち
の
魅
力
を

更
に
高
め
る
「
姉
小
路
行
灯
会
」、
そ
し
て
大
学
な

ど
と
も
連
携
し
た
「
京
ま
ち
な
か
を
歩
く
日
」
で
は
、

誰
も
が
参
加
で
き
る
「
ボ
ッ
チ
ャ
」
を
開
催
さ
れ
る

な
ど
、
豊
か
な
ア
イ
デ
ア
で
公
共
空
間
の
活
用
に
も
、

挑
戦
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
地
道
な
お
取
り
組
み
は
、
姉
小
路
界
隈

の
景
観
形
成
に
欠
か
せ
な
い
人
々
の
絆
を
結
ん
で
く

だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

松
元
美
抄
会
長
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
会
員
の
皆
様

の
献
身
的
な
御
尽
力
に
、
深
く
敬
意
を
表
す
る
と
共

に
、
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
市
長
就
任
以
来
こ
れ
ま
で
、
行
政
区
別
や

政
策
テ
ー
マ
毎
に「
市
民
対
話
会
議
」を
開
催
し
、様
々

な
立
場
の
皆
様
と
の
対
話
と
出
会
い
を
通
じ
て
、
私

な
り
に
、
京
都
の
ま
ち
の
あ
り
様
を
見
つ
め
直
し
て
き

ま
し
た
。

京
都
の
特
性
と
も
言
え
る
「
ま
ち
柄
」
を
確
認
す

る
中
で
、
担
い
手
の
減
少
や
、
若
年
層
の
市
外
流
出
、

観
光
混
雑
等
の
様
々
な
課
題
を
再
認
識
し
た
一
方
で
、

多
彩
な
人
々
の
来
訪
や
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
あ
る
エ
リ

ア
の
存
在
、
そ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
現
場
で
活
躍
す

る
大
学
生
な
ど
の
若
者
の
姿
な
ど
に
大
き
な
可
能
性

を
感
じ
て
い
ま
す
。

京
都
の
ま
ち
の
未
来
に
向
け
て
は
、
人
と
人
が
つ
な

が
る
京
都
の
特
性
や
自
治
の
伝
統
と
心
意
気
を
生
か

し
、
人
と
人
、
組
織
と
組
織
な
ど
あ
ら
ゆ
る
垣
根
を

低
く
し
、
多
彩
な
担
い
手
を
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

景
観
に
対
す
る
思
い
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
り
ま
す
。

急
速
に
価
値
観
が
変
化
す
る
今
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、

地
域
や
事
業
者
の
皆
様
が
交
ざ
り
合
い
、
何
を
守
り
、

何
を
変
え
て
い
く
の
か
を
し
っ
か
り
と
議
論
で
き
る
仕

組
み
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

姉
小
路
界
隈
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
心
と
し
て
、
長

年
に
わ
た
り
先
進
的
な
実
践
を
重
ね
て
来
ら
れ
た
貴

会
の
皆
様
の
役
割
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

京
都
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様
の
声
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
、
京
都
の
景
観
の
守
る
べ
き
骨
格
を
し
っ

か
り
と
維
持
し
つ
つ
、
地
域
ご
と
の
個
性
を
大
切
に
、

ま
ち
の
魅
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、
日
本
中
、
世
界
中
の
人
々

か
ら
、
住
み
た
い
、
働
き
た
い
、
活
躍
し
た
い
と
思
わ

れ
、
選
ば
れ
る
「
世
界
が
あ
こ
が
れ
る
唯
一
無
二
の
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
、
様
々
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
重
ね
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
誰
も
が
幸
せ
を
感
じ
、
互
い

に
繋
が
り
、
支
え
合
い
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
活
躍
で

き
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま
ち
の
実
現
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
と
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、「
姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
」
の
ま
す
ま

す
の
御
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
御
活
躍
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

景
観
に
対
す
る
思
い
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
急
速
に
価
値
観
が
変
化
す
る
今

の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
や
事
業
者
の
皆
様
が
交
ざ
り
合
い
、
何
を

守
り
、
何
を
変
え
て
い
く
の
か
を
、
し
っ
か
り
と
議
論
で
き
る
仕
組
み
を

構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

先
進
的
な
実
践
を
重
ね
て
来
た
姉
小
路

京
都
市
長   

松
井 

孝
治
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姉
小
路
界
隈
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・
意
見
交
換
会
終
了
物
件
一
覧
図         (

令
和
六
年
度)

2024 年 7 月 25 日
複合ビル内外装医工事
2024 年 8 月 23 日
飲食店開店
姉小路通寺町西入る

2024 年 11 月 21 日
コインランドリー開店
富小路通姉小路下る

2024 年 10 月 16 日
中京酒販売協同組合
姉小路通柳馬場東入る

2024 年 8 月 6 日
小売業・飲食店開店予定
堺町通三条上る

2024 年 2 月 1 日
店舗兼住宅
姉小路通柳馬場東入る

2024 年 6 月 13 日
店舗 / 事務所内外装工事
富小路通姉小路上る

2024 年 11 月 21 日
ジーンズショップ開店
富小路通姉小路下る

2024 年 12 月 7 日
日本酒ブレンド施設開店
姉小路通富小路東入る

2024 年 11 月 11 日
赤松祥徳邸改築
姉小路通富小路東入る
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2023 年 11 月 15 日
マンション外装
東洞院姉小路上る

2023 年 11 月 15 日
渡辺貫様居宅
姉小路通高倉東入

2024 年 2 月 14 日
子供服雑貨販売開店
堺町姉小路下る

2024 年 3 月 15 日
ギャラリー兼飲食店開店
2024 年 6 月 6 日
まつげエクステネイルサロン
堺町通姉小路下る

2024 年 10 月 16 日
中京酒販売協同組合
姉小路通柳馬場東入る

2024 年 9 月 3 日
パトナ災害時トイレ
姉小路通東洞院東入

2024 年 3 月 15 日
ギャラリー兼飲食店開店
2024 年 3 月 15 日
ギャラリー兼飲食店開店

2024 年 8 月 6 日
小売業・飲食店開店予定
堺町通三条上る
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(

案)(

平
成
29
年
度)

姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
決
算
報
告
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の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
令
和
二
年
三
月
の
新
風
館
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
と
、
東
洋
初
の
エ
ー
ス
ホ
テ
ル
建
設
を
機
に
、
姉
小
路
通

で
初
と
な
る
電
線
地
中
化
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

ふ
る
く
か
ら
の
「
町
式
目
」
に
み
ら
れ
る
自
主
的
な
ル
ー
ル

の
も
と
、
以
下
に
掲
げ
る
三
つ
の
方
針
を
核
と
す
る
「『
暮
ら
し
』

を
最
重
視
し
つ
つ
『
な
り
わ
い
』
と
『
文
化
』
の
バ
ラ
ン
ス
を
大

切
に
育
む
ま
ち
姉
小
路
界
隈
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
十
年
間
に
及
ぶ
街
な
み
環
境
整
備
事
業
や
、

二
十
年
目
の
建
築
協
定
拡
大
更
新
、京
都
市
条
例
に
基
づ
く「
地

区
計
画
」
で
、
風
情
あ
る
町
並
み
と
同
時
に
、「
午
後
十
時
か

ら
午
前
七
時
ま
で
の
日
用
品
販
売
店
舗
を
規
制
」
し
て
深
夜
営

業
を
禁
じ
、
夜
間
の
静
か
な
住
環
境
が
担
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
商
い
や
暮
ら
し
の
文
化
や

習
慣
な
ど
、
伝
統
を
守
っ
て
い
く
こ
と
。
文
人
墨
客
の
看
板
を

掲
げ
る
、
格
調
あ
る
日
本
屈
指
の
老
舗
な
ど
が
集
ま
る
姉
小
路

ブ
ラ
ン
ド
に
ふ
さ
わ
し
い
店
舗
を
誘
導
し
て
い
き
ま
す
。

三
つ
目
は
、
ま
ち
へ
の
気
遣
い
と
配
慮
を
共
有
し
た
、
安
全
に

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
具
体
化
す
る
こ
と
。
地
区

内
に
行
き
先
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
通
過
侵
入
自
動
車
交
通
量
減

少
を
目
指
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
安
心
し
て
歩
け
る
、
人
に
優

し
い
み
ち
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
関
係
各
位
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

（
文
責:

事
務
局
長  

谷
口 

親
平
）

平
成
七
年
三
月
、
突
然
開
始
さ
れ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
工
事
を
契

機
と
し
て
、
同
年
十
月
に
「
姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会
」
を
発

足
し
ま
し
た
。

設
立
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
用
地
を
対
象
に
、

「
地
域
共
生
の
土
地
利
用
検
討
会
」
に
取
り
組
み
、
お
そ
ら
く

全
国
で
初
ケ
ー
ス
と
言
え
る
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
型
ま
ち
づ
く

り
に
よ
る
「
ア
ー
バ
ネ
ッ
ク
ス
三
条
」
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
四
月
に
は
「
姉
小
路
界
隈
町
式
目
（
平
成
版
）」

を
制
定
。
平
成
十
四
年
七
月
に
は
、
建
築
協
定
を
締
結
し
、（
令

和
四
年
七
月
に
は
範
囲
を
西
進
さ
せ
、
都
心
部
で
約
一・
七ha

）

商
業
地
域
で
は
日
本
最
大
規
模
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
五
年
一
月
に
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
都
心
界
隈
ま
ち
づ
く

り
ネ
ッ
ト
」
を
設
立
し
、
活
動
範
囲
及
び
取
組
テ
ー
マ
を
さ
ら

に
拡
げ
、
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
美
し
い
都
心
界
隈
づ
く
り
に
向
け
た
連
続
的
な

会
の
活
動
の
成
果
も
あ
り
、平
成
十
五
年
四
月
に
京
都
市
は
「
職

住
共
存
地
区
で
の
新
し
い
建
築
ル
ー
ル
」
を
施
行
し
、
高
さ
等

の
ダ
ウ
ン
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
景
観
法
の

成
立
を
受
け
、
平
成
十
九
年
九
月
か
ら
、
新
京
都
市
景
観
政
策

が
実
行
さ
れ
ま
し
た
。
歴
史
的
都
心
部
に
お
い
て
、
十
五
ｍ
」

の
高
さ
制
限
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、「
高
さ
規
制
は
景
観
維

持
の
根
本
原
理
」
で
あ
り
、会
の
活
動
の
基
本
目
標
で
あ
る
『
五

会
の
取
り
組
み
・
活
動
の
歴
史
・
受
賞
歴

会
の
取
り
組
み (
令
和
七
年
一
月
三
一
日
現
在)

階
以
下
の
中
低
層
の
街
な
み
方
針
』
が
法
的
に
も
担
保
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
昨
年
、
京
都
市
は
市
内
の
あ
ち
こ
ち
で
高
さ
規
制
を
大
幅

に
緩
和
さ
せ
ま
し
た
が
、
地
域
あ
げ
て
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
続
け
る
姉
小
路
に
平
行
す
る
御
池
通
は
従
前
通
り
の
高
さ

三
十
一
ｍ
が
厳
守
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
平
成
十
六
年
度
に
は
京
都
府
下
で
初
め
て
の
「
街
な
み
環
境

整
備
事
業
」
に
よ
り
京
町
家
再
生
の
事
業
に
も
取
り
組
み
、
十

年
か
け
て
二
十
六
件
の
京
町
家
を
再
生
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
に
は
、
人
が
中
心
の
み
ち
づ
く
り
と
し
て
、

い
ず
れ
も
京
都
市
初
と
な
っ
た
「
路
側
帯
拡
幅
」
と
「
街
灯
の

電
球
色
」
へ
の
変
換
を
実
現
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
に
は
、
再
三
の
議
論
と
多
数
の
意
見
を
集
約

し
た
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に
、
風
俗
店
等
の
進
出
を
防

止
す
る
「
姉
小
路
界
隈
地
区
地
区
計
画
」（
一
回
目
）
が
都
市

計
画
審
議
会
で
可
決
さ
れ
、
同
時
に
「
京
都
市
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
に
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
一
昨
年
十
二
月
に
は
、

地
区
計
画
の
改
定
版
（
二
回
目
）
も
首
尾
よ
く
市
議
会
で
可
決

に
至
り
ま
し
た
。

平
成
四
年
三
月
に
は
京
都
市
条
例
に
基
づ
く
「
姉
小
路
界
隈

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
認
可
の
も
と
、
建
設
（
改
築
、
看
板

設
置
、
営
業
開
始
を
含
む
）
案
件
に
対
し
百
三
十
五
件
の
意
見

交
換
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

令
和
元
年
七
月
に
は「
姉
小
路
界
隈
京
町
家
保
全
継
承
地
区
」

こ
れ
か
ら
の
歩
み
・
ビ
ジ
ョ
ン
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姉小路界隈地区建築協定締結 (80 世帯 ( 法人 )87 区画。2017 年にも 2 件追加加入 )

街なみ環境整備事業開始、26 件の京町家再生事業を完成

警察許可のもと、「ゾーン 20km/h」の速度標識を姉菊屋町内 12 箇所に設置2017  年  3  月

1.「第 1 回景観・まちづくりコンクール」優秀賞 京都市・景観まちづくりセンター 1999 年
2.「関西まちづくり賞」 日本都市計画学会関西支部 2002 年
3.「まちづくり功労賞」 国土交通省 2004 年
4.「第 1 回地域住宅計画賞」 地域住宅計画推進協議会 2005 年
5.「日本まちづくり大賞」 日本都市計画家協会 2007 年
6.「歩くまち京都の実現へ大きく寄与」京都市 2011 年
7.「第 5 回地域再生大賞｣　地域再生大賞実行委員会（全国地方紙４４社と共同通信で構成）2015 年
8.「第 10 回国土交通大臣賞」　住宅生産振興財団　「住まいのまちなみコンクール」2015 年
9.  京都景観賞「第 1 回景観づくり活動部門」市長賞 2017 年 3 月

受賞歴

活動の歩み

地元住民、事業者、京都市景観まちづくりセンターの研究会で、「アーバネックス三条」基本計画策定。

( 日本都市計画学会 関西まちづくり賞 )

姉小路界わい地区地区計画の都市計画決定 ( 都市計画マスタープランに位置付け )

「京都を彩る建物や庭園」に姉小路界隈 31 件の選定を記念してマップを作製2017  年  3  月

文化庁協賛で「ようこそ姉小路界隈へ」を 6 箇国で web 案内・マップを簡易宿所配布2017  年  4  月

姉小路まちづくり通信百号完成（地域、もえぎ幼稚園、御池中学 1700 部配布掲示）2018  年  8  月
姉小路界わい京町家保全継承地区の指定（京都市域で 11 番目・改修助成制度）2019  年  7  月

地域景観づくり協議会事務局を 2015 年 3 月 31 日に開設。以来、現在まで 134 件の意見交換会開催。2022  年  1  月

「歩いて暮らせるまちづくり」協賛開始、京都造形大「まちづくり模型」展示

新風館リニューアルとエースホテル建設により、姉小路通電線地中化が一部スタート。2020  年  2  月

姉小路通 ( 御幸町〜柳馬場間 ) 路側帯拡幅工事と、街灯の電球色への交換 ( 京都市で初事例 )2011  年  2  月

と、花と緑でのもてなし

姉小路界隈地区建築協定再締結 ( 商業地域日本最大規模 )2022  年  7  月
姉小路界わい地区 地区計画改訂 ( 深夜営業禁止 )2023  年  12  月
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名
古
屋
の
ま
ち
づ
く
り

姉
小
路
界
隈
ま
ち
づ
く
り
協
議
会  

三
十
周
年
記
念
特
別
講
演公

益
財
団
法
人
名
古
屋
ま
ち
づ
く
り
公
社

理
事
長   

鈴
木 

英
文

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
域
面
積

一
万
六
千
百
七
十
六
ha
の
約
四
分
の
一
が
戦
災

で
焼
失
し
た
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
元

は
城
下
町
の
た
め
、
碁
盤
の
目
の
道
路
を
生
か
し

な
が
ら
、
も
う
一
度
街
を
造
り
直
し
た
時
に
幅

員
百
m
の
道
路
を
造
り
ま
し
た
。
戦
災
復
興
と

し
て
全
国
で
20
本
作
る
予
定
が
、
結
局
出
来
た

の
は
名
古
屋
の
２
本
と
広
島
の
平
和
通
だ
け
と

な
っ
て
い
ま
す
。
名
古
屋
市
は
、
戦
災
復
興
土

地
区
画
整
理
事
業
で
新
し
い
街
を
造
り
ま
し
た
。

昭
和
35(

'60)

年
頃
に
は
元
々
あ
っ
た
道
路
と
道

路
の
間
を
公
園
に
し
、
防
火
帯
の
役
割
も
担
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
に
あ
る
テ
レ
ビ
塔
は
、
昭
和

29(

'54)

年
に
建
て
ら
れ
た
、
日
本
最
初
の
電
波

塔
で
す
。

戦
争
で
60
万
人
ま
で
減
っ
た
人
口
は
昭
和

44(

'66)

年
に
は
二
百
万
人
を
超
え
、
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

「
名
古
屋
は
区
画
整
理
の
街
」
と
言
わ
れ
ま

す
。
名
古
屋
市
と
熱
田
町
が
合
併
し
た
の
が
明
治

39(

'06)

年
で
す
が
、
明
治
の
終
わ
り
か
ら
田
畑

を
造
る
耕
地
整
理
を
市
域
外
で
始
め
て
い
ま
し

た
。
戦
後
に
は
区
画
整
理
を
行
い
、
基
盤
を
作

り
直
す
と
同
時
に
新
法
に
基
づ
く
組
合
施
行
区

画
整
理
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
市
域
の
７
割
が

区
画
整
理
で
で
き
た
街
で
す
。
そ
の
結
果
、
街

中
に
多
く
の
道
路
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
時
代
、
自
動
車
社
会
に
対
応

す
る
た
め
で
あ
っ
た
し
、
逆
に
言
え
ば
、
自
動

車
を
呼
び
込
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
弊
害
が
あ

令
和
六
年
十
二
月
二
十
日
　 

中
京
酒
販
売
協
同
組
合
会
議
室

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
戦
略
に
、
街
中
の
無
機
質
だ
っ
た
空
地
が
、
み
ん
な
に
楽
し
く
使
わ
れ
る

空
間
に
。
南
北
の
歴
史
軸
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
考
え
な
が
ら
パ
ー
ス
を
描
く
。

名
古
屋
市
の
都
市
計
画
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り
ま
す
が
、「
道
路
の
街
」
と
し
て
今
に
至
っ
て
、

今
後
そ
の
財
産
を
ど
う
す
る
か
を
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

「
道
路
の
下
に
地
下
鉄
を
敷
こ
う
」
と
い
う
こ

と
で
、
平
成
16(
'04)
年
に
環
状
地
下
鉄
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
も
全
国
で
は
珍
し
い
こ
と
で
す
。

道
路
の
下
だ
か
ら
駅
の
用
地
が
あ
り
、
地
上
部
分

は
区
画
整
理
を
実
施
し
て
お
り
、
土
地
が
高
く
売

れ
る
の
で
、
地
下
鉄
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
バ

ス
も
縦
横
無
尽
に
路
線
網
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。
高
速
道
路
も
周
回
路
が
で
き
て
お
り
、

道
路
率
は
市
域
の
約
２
割
に
な
り
ま
す
。
お
か

げ
で
市
域
内
の
移
動
は
、
４
割
の
人
が
車
で
移

動
さ
れ
て
お
り
、「
車
で
移
動
し
や
す
い
街
」
に

な
っ
て
い
ま
す
。

リ
ニ
ア
に
は
期
待
を
し
て
い
ま
す
。
東
京
～
大

阪
が
つ
な
が
る
と
、
七
千
万
人
の
人
た
ち
が
両
方

の
都
市
圏
を
１
時
間
強
で
移
動
で
き
、
そ
の
真
ん

中
に
名
古
屋
が
あ
る
と
い
う
地
の
利
を
生
か
せ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

両
方
の
都
市
圏
に
引
っ
張
ら
れ
て
し
ま
う
「
ス
ト

ロ
ー
効
果
」
と
い
う
リ
ス
ク
も
心
配
し
て
い
ま

す
。
ど
こ
を
通
る
か
で
す
が
、
名
古
屋
で
は
新
幹

線
は
南
か
ら
北
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い
る
の
で
、

直
角
に
交
差
す
る
よ
う
に
、
名
古
屋
城
の
南
側
、

名
古
屋
駅
の
す
ぐ
北
を
通
っ
て
、
東
西
に
抜
け

る
よ
う
に
リ
ニ
ア
が
走
る
予
定
で
す
。

そ
の
近
く
に
は
昔
、
貨
物
ヤ
ー
ド
だ
っ
た
と
こ

ろ
が
あ
り
、
大
学
・
テ
レ
ビ
局
・
オ
フ
ィ
ス
な

ど
の
様
々
な
機
能
の
施
設
を
入
れ
て
、
街
を
造
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
街
と
名
古
屋
駅
の
間
を
生
か

し
て
、
全
体
を
良
い
街
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

名
古
屋
駅
か
ら
貨
物
ヤ
ー
ド
跡
地
の
「
さ
さ
し

ま
ラ
イ
ブ
地
区
」
ま
で
、
地
下
通
路
を
造
っ
て
、

歩
行
者
が
歩
け
る
よ
う
に
す
る
計
画
で
す
。
名

鉄
の
百
貨
店
・
ホ
テ
ル
の
再
開
発
計
画
を
今
年

度
中
に
発
表
す
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
リ
ニ

ア
が
来
る
の
で
、
高
速
道
路
の
出
口
を
新
た
に

２
つ
造
り
ま
す
。

せ
っ
か
く
駅
が
で
き
る
の
だ
か
ら
、
道
路
を
付

け
替
え
て
、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に
し
て
、
連
続
し

た
街
区
と
し
て
整
備
で
き
な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
西
側
は
緑
の
広
い
空
間
を
造
っ
て
、

憩
い
の
空
間
に
し
ま
す
。
名
古
屋
駅
に
は
こ
う

い
う
空
間
は
無
い
の
で
、
少
し
で
も
緑
の
空
間

が
あ
る
の
は
良
い
こ
と
で
す
。

問
題
は
、
地
下
に
リ
ニ
ア
の
駅
が
で
き
る
と
必

要
に
な
る
換
気
口
や
機
械
設
備
が
ど
う
し
て
も

地
上
に
現
れ
る
の
で
、
そ
の
規
模
が
ど
の
程
度

に
収
ま
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て
、
調
整
が
必
要

な
点
で
す
。
JR
東
海
の
所
有
地
の
上
に
魅
力
的

な
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
空
間
を
整
備
す
る
た
め
の
協

都
心
の
ま
ち
づ
く
り
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て
造
る
。
収
益
を
公
園
整
備
資
金
に
充
当
し
て
、

公
的
資
金
の
割
合
を
減
ら
す
。
そ
の
代
わ
り
に
施

設
は
20
年
使
っ
て
い
い
、
大
き
な
店
を
造
っ
て

い
い
で
す
よ
、
と
い
う
よ
う
な
制
度
で
す
。
平

成
26(

'14)

年
に
で
き
た
制
度
で
す
が
、
名
古
屋

は
初
期
の
段
階
で
使
っ
て
い
ま
す
。

店
舗
の
機
械
設
備
が
ど
う
し
て
も
道
路
側
に

出
て
し
ま
う
の
で
、
様
々
な
ご
意
見
が
あ
り
、
現

在
は
、
緑
で
機
械
設
備
を
隠
し
て
い
ま
す
、
多

く
の
方
が
そ
ぞ
ろ
歩
き
し
、
来
て
い
た
だ
け
る

公
園
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
や
る
べ
き
は
南
側
で
す
。
こ
こ
に
集
客
施

設
を
造
ろ
う
と
検
討
中
で
、
千
～
千
五
百
人
は
入

れ
る
ア
リ
ー
ナ
を
造
ろ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

「
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
」
と
い
う
言
葉
は
、
皆
さ
ん

も
聞
か
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
名
古

屋
市
は
皆
さ
ん
に
遅
れ
ま
い
と
、「
ウ
ォ
ー
カ
ブ

ル
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
戦
略
に
し
て
い
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
の
戦
略
と
し
て
、
ま
だ
使
わ

れ
て
い
な
い
空
間
（space

）
を
居
場
所
（place

）

に
し
ま
し
ょ
う
、Place 

を
つ
な
げ
てArea

に

し
ま
し
ょ
う
、
そ
し
て
名
古
屋
全
体
に
広
げ
て
、

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
街
が
実
現
す
る
の
で
は
な
い

か
、
と
検
討
し
て
い
ま
す
。
市
内
11
か
所
で
い

ろ
い
ろ
な
仕
掛
け
を
道
路
空
間
の
中
に
置
い
て
、

み
ん
な
が
休
ん
だ
り
、
歩
い
て
い
こ
う
、
と
い
う

雰
囲
気
に
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
ま
す
。
総
合
設
計
制
度
の
公
開
空
地
に
ベ
ン

チ
を
置
い
た
り
、
物
を
売
れ
る
よ
う
に
し
、
そ

れ
か
ら
、
新
し
い
公
園
を
造
る
と
き
に
は
ベ
ン

市
機
能
誘
導
制
度
と
は
、
公
共
に
貢
献
す
る
施
設

を
セ
ッ
ト
で
造
っ
て
い
た
だ
い
た
ら
、
二
百
～

三
百
％
は
あ
げ
ま
す
と
い
う
制
度
で
す
。
１
階
に

百
㎡
の
店
舗
を
造
っ
た
ら
、
1.5
倍
の
百
五
十
㎡

の
床
を
上
に
積
ん
で
い
た
だ
い
て
良
い
で
す
よ
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

都
心
に
は
ず
っ
と
30
ｍ
く
ら
い
の
ビ
ル
し
か

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
栄
に
超
高
層
の
「
中
日

ビ
ル
」
が
で
き
て
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
建
物

が
で
き
た
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

久
屋
大
通
は
百
ｍ
道
路
で
す
が
、
北
テ
レ
ビ
塔

の
公
園
エ
リ
ア
をPark-PFI

制
度
で
造
り
変
え

ま
し
た
。
カ
フ
ェ
な
ど
の
店
舗
を
民
間
資
金
で

作
り
、
そ
れ
以
外
は
役
所
が
公
的
資
金
を
用
い

議
を
し
て
い
き
ま
す
。

名
古
屋
の
都
心
は
容
積
率
を
緩
和
し
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
施
設
の
機
能
誘
導
を
し
よ
う
と
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
従
来
の
容
積
率
緩
和
制
度

に
加
え
、
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
や
っ
た
ら
こ
れ

だ
け
の
容
積
率
を
あ
げ
ま
す
よ
、
ぜ
ひ
使
っ
て

く
だ
さ
い
、
と
い
う
制
度
を
二
つ
作
り
ま
し
た
。

特
定
用
途
誘
導
地
区
と
い
う
の
は
都
心
エ
リ
ア

と
南
側
に
劇
場
・
ホ
ー
ル
・
図
書
館
な
ど
文
化

施
設
、
病
院・ホ
テ
ル
を
造
っ
て
い
た
だ
い
た
ら
、

60
～
70
％
あ
げ
ま
す
よ
、
と
い
う
制
度
で
す
。
都
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チ
や
ミ
ス
ト
を
設
け
れ
ば
容
積
率
を
上
げ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
街
中
の
無
機
質
だ
っ
た
空
地

が
み
ん
な
で
楽
し
く
使
わ
れ
る
空
間
に
な
っ
て

い
ま
す
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
連
鎖
的
に
や
ろ
う
と
い

う
こ
と
で
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
特

徴
と
し
て
い
る
の
は
、
店
舗
を
持
っ
て
い
る
オ
ー

ナ
ー
が
テ
ナ
ン
ト
を
呼
ん
で
き
て
「
は
い
、
ど

う
ぞ
」
で
は
な
く
、
空
き
店
舗
を
ど
う
使
え
ば

い
い
か
を
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ

と
で
、
建
築
家
・
商
店
街
・
ま
ち
づ
く
り
団
体
・

店
舗
経
営
を
希
望
す
る
人
な
ど
が
集
ま
っ
て
、

こ
の
店
舗
で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
仕
組
み

を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
公
社
も
そ
れ

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
公
社
が
借
り
て
、
テ
ナ

ン
ト
へ
サ
ブ
リ
ー
ス
す
る
と
い
う
や
り
方
で
す
。

そ
の
際
に
、
外
壁
や
躯
体
に
関
わ
る
工
事
は
公

社
が
や
り
ま
す
。
テ
ナ
ン
ト
に
入
る
人
は
内
装

工
事
だ
け
に
な
り
ま
す
。
初
期
投
資
の
負
担
が

か
か
ら
な
い
形
で
、
工
事
費
は
賃
料
の
差
額
で

取
り
戻
す
と
い
う
仕
組
み
で
す
。

名
古
屋
城
か
ら
熱
田
神
宮
ま
で
南
北
の
縦
軸

も
大
事
な
エ
リ
ア
で
す
。
熱
田
に
は
桑
名
ま
で

船
で
行
く
「
宮
の
渡
し
」
も
あ
り
ま
す
。
名
古

屋
城
か
ら
熱
田
ま
で
の
縦
軸
は
本
町
通
と
い
う

歴
史
の
あ
る
通
り
で
す
が
、
そ
れ
を
も
っ
と

大
事
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
と

い
う
こ
と
で
、
進
め
て
お
り
ま
す
。
三
の
丸

は
、
昔
は
武
家
屋
敷
で
、
戦
時
中
は
陸
軍
駐
屯

地
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
今
は
、

県
庁
・
市
役
所
な
ど
の
官
庁
街
に
な
り
、
20 

ha
く
ら
い
あ
り
ま
す
。
地
区
内
の
建
物
は
築
40

～
50
年
の
も
の
も
多
く
、
今
後
の
大
規
模
改
修

や
あ
る
い
は
建
て
替
え
に
あ
わ
せ
、
再
生
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

最
初
に
再
整
備
を
言
い
始
め
た
の
は
経
済
界

の
有
識
者
の
方
で
、「
三
の
丸
を
真
剣
に
考
え
た

ら
ど
う
か
」
と
提
言
を
出
さ
れ
ま
し
た
。
県
庁
・

市
役
所
を
残
し
、
他
の
建
物
は
集
約
し
な
が
ら
建

て
替
え
、
ホ
テ
ル
な
ど
も
入
れ
な
が
ら
、
周
辺

を
緑
豊
か
な
空
間
に
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

そ
の
提
言
を
受
け
て
研
究
会
を
組
成
し
て
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

何
が
問
題
か
と
言
え
ば
、
歴
史
文
化
あ
る
け
れ

ど
官
庁
街
な
の
で
、
ど
ん
ど
ん
来
て
ね
、
と
は
言

え
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
将
来
は
官
庁

街
を
多
く
の
人
に
来
て
も
ら
え
る
開
放
的
な
空

間
に
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
県
庁
・
市
役

所
本
庁
舎
は
重
要
文
化
財
で
す
か
ら
、
文
化
的

価
値
が
あ
り
ま
す
。
研
究
会
で
は
、
一
部
に
ホ

テ
ル
や
博
物
館
を
入
れ
る
案
を
検
討
し
ま
し
た
。

三
の
丸
地
区
や
名
古
屋
城
駅
前
か
ら
名
古
屋

城
天
守
閣
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
が
見
え
ま
せ
ん
。

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
造
れ
ば
、
歴
史
軸
の
本
町

通
か
ら
天
守
閣
が
見
え
る
の
で
は
な
い
か
。
歩

い
て
楽
し
い
軸
や
、
前
を
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
走
れ
ば
楽

し
い
じ
ゃ
な
い
の
、
な
ど
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
考

え
な
が
ら
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
パ
ー
ス
を
描
い

て
い
ま
す
。

全
体
と
し
て
、
名
古
屋
城
～
金
山
～
熱
田
と
い

う
縦
の
歴
史
軸
を
結
ぶ
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

の
が
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
で
す
。
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建
築
協
定
に
つ
い
て

姉
小
路
界
隈
地
区
建
築
協
定
の
歴
史

夜
間
の
静
か
な
住
環
境
を
守
る
拠
り
ど
こ
ろ
と
し

て
、
平
成
14
年
７
月
に
土
地
所
有
者
82
人
か
ら
な
る

建
築
協
定
を
締
結
し
、
一
昨
年
（
令
和
４
年
）
に
期

限
（
20
年
）
と
な
り
、
新
た
に
区
域
を
拡
げ
て
締
結

し
ま
し
た
。

「
商
業
地
域
」
で
の
締
結
事
例
と
し
て
は
日
本
一
の

規
模
を
誇
り
、
過
去
20
年
間
、
禁
止
し
て
い
る 

①
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
進
出
、
②
家
主
が
同
居
し
て

い
な
い
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
等
の
ト
ラ
ブ

ル
は
一
度
も
な
く
、
界
隈
の
良
好
な
環
境
を
保
全
し

て
い
ま
す
。

○
加
入
町
内
名
：（
東
西
570
ｍ
に
存
す
る
公
称
町
名
）

大
文
字
町
、
丸
屋
町
、
中
白
山
町
、
下
白
山
町
、

松
下
町
、
福
長
町
、
柳
八
幡
町
、
油
屋
町
、
姉
大

東
町
、
菊
屋
町
、
丸
木
材
木
町
、
大
阪
材
木
町
、

綿
屋
町
、
木
之
下
町
、
車
屋
町

○
加
入
者
数
：
96
名

○
加
入
面
積
：
１
７
，
３
９
９
㎡
（
66
％
）　

○
全
体
面
積
：
２
６
，
２
７
７
㎡

○
加
入
筆
数
：
１
４
５
筆
（
60
％
）　

○
全
体
筆
数
：
２
４
０
筆

姉
小
路
界
隈
地
区
建
築
協
定
は
、
隣
人
同
士
の
任

意
協
定
で
あ
る
た
め
、
よ
り
確
か
な
都
市
計
画
条
例

が
昨
年
12
月
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

建築協定：https://www.city.kyoto.lg.jp/tokei/cmsfiles/contents/0000021/21239/_anekoujikaiwai.pdf

地区計画：https://www.city.kyoto.lg.jp/tokei/cmsfiles/contents/0000154/154922/59_anekouji290407.pdf

▲京都市中京区姉小路界隈地区建築協定区域図（令和５年 12 月現在）　　 建築協定区域
建築協定隣接区域

烏
丸
通

寺
町
通
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姉小路界隈まちづくりの４変遷 ( 過去 23 年間 )
1  建築協定 ( 平成 14 年 7 月 )

2  地区計画 ( 平成 25 年 7 月 )

3  建築協定 20 年目更新 ( 令和 4 年 7 月 )

4  地区計画 A・B 地区に分割　（令和 5 年 12 月に市議会で可決）

御池通

姉小路通

御池通

三条通

御池通

御池通

コンビニエンスストア
ワンルームマンション

禁止

風俗店禁止

風俗店禁止
( Ａ・Ｂ地区 )

260m 西方向へ延伸

全長 570m 96 人 ( 法人 ) が加入

深夜営業禁止
（Ａ地区（建築協定の範囲））

烏
丸
通

堺
町
通

御
幸
町
通

烏
丸
通

寺
町
通

烏
丸
通

烏
丸
通
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•	 都市計画法の規定に基づき、2023 年 8 月 23 日～ 9 月 6 日に原案縦覧、8 月 23 日～ 9 月 13 日に意見書
の提出期間、9 月 19 日～ 10 月 3 日に案縦覧・意見書提出期間の手続を経て ( いずれも意見書の提出はご
ざいませんでした。)、11 月 2 日に都市計画審議会に付議しました。

•	 都市計画審議会には、次に記載の案を付議し、案のとおり承認されましたので、11 月 10 日に都市計画決
定の告示を行いました。

【計議第 352 号議案】京都都市計画 ( 京都国際文化観光都市建設計画 ) 地区計画の変更について ( 京都市決定 ) ( 姉小
路界わい地区地区計画 )
都市計画姉小路界わい地区地区計画を次のように変更する。( 変更箇所を下線で示す。)

姉小路界わい地区では、姉小路界隈町式目 ( 平成版 ) を実現するために、建築基準法第 69 条及びこれに基づく京都
市建築協定条例第 2 条の規定に基づき、同第 4 条に定める建築協定区域内における建築物の用途及び形態に関する基
準を定め、都心界隈の居住環境を保全しつつ、職住共存地区としての環境を維持増進することを目的に、2002 年 7
月に建築協定が締結され、本市が認可しておりました。

それから 20 年、姉小路の皆様の熱心なまちづくりの活動の下、街並み環境整備事業の取組、地区計画の決定や地
域景観づくり協議会の認定などを経て、建築協定区域を拡大して建築協定の更新が締結され、2022 年 7 月 11 日に
認可をさせていただきました。

さらに、拡大した建築協定区域を対象として、街並みを継承するための効力を高めるために、地区計画の変更に向
けた活動が行われ、2023 年 3 月には、姉小路界隈まちづくり協議会様から本市へ地区計画の変更に関する要望書を
頂きました。

この度、以下のとおり、地区計画の決定、地区計画建築条例の改正を行いましたので、経過や地区計画変更の概要
をご報告させていただきます。

2024 年２月
京都市都市計画局 まち再生・創造推進室

建築指導部建築指導課

名称

位置

姉小路界わい地区地区計画

京都市中京区下白山町、福長町、油屋町、姉大東町、菊屋町、丸屋町及び木之下町
京都市中京区弁慶石町、中之町、天性寺前町、大文字町、中白山町、松下町、柳八幡町、
丸木材木町、大阪材木町、亀甲屋町、東片町、綿屋町、笹屋町、曇華院前町、梅屋町、
車屋町及び桝屋町の各一部

面積 約 7.6 ヘクタール

地区計画の目標

当地区は、都心部に位置しながら低層の一戸建てを中心とした落ち着いた町並みが残
り、文人墨客の看板を掲げる格調ある老舗が集まる歴史あるまちである。
古くからの落ち着いた風情を守るため、「建築協定」や「姉小路界隈町式目（平成版）」
にみられる自主的なルールの下、まちづくりを進めてきている。

姉小路界わい地区 地区計画の変更を決定 !

○ 地区計画の決定
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1.	風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（以下「風営法」という。）
第２条第１項に規定する風俗営業の用に供する建築物

2.	風営法第２条第６項に規定する店舗型性風俗特殊営業及び同条第９項に規定する
店舗型電話異性紹介営業の用に供する建築物

3.	マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、勝馬投票券発売所、場外車券売場その他こ
れらに類するもの

4.	ナイトクラブ
5.	カラオケボックスその他これに類するもの
6.	日用品の販売を主たる目的とする店舗で、営業時間が午後１０時から午前７時ま

でにおよぶもの

このような地区において、地区計画を定めることにより、静かで落ち着いた住環境を
守り育て、以下に掲げる３つの方針を柱とする「姉小路界隈まちづくりビジョン」の
実現を目指す。
１ 静かで落ち着いた住環境を守り育てるまち
２ お互いに協力しながら、暮らしとなりわいと文化を継承するまち
３ まちへの気遣いと配慮を共有し、安全に安心して住み続けられるまち

地区計画の目標

区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
に
関
す
る
方
針

商業・業務機能が集積する都心部の利便性を維持しつつ、職と住が共存する伝統的な
町並みの継承・発展に資するような土地利用の誘導を図り、交流豊かな住環境の維持・
向上を図る。

土地利用の方針

風俗営業や深夜営業など、建築物等の用途の制限により、静かで落ち着いた住環境の
維持を図る。
また、京町家等、伝統的な建築物と調和した町並みの形成を図る。

建築物等の整備の方針

建 築 物 等 の
用 途 の 制 限

地区の名称

地区の面積

地
区
の
区
分

Ａ地区

約 ３．０ヘクタール

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項

次に掲げる建築物は建築してはならない。

地区の名称

地区の面積

地
区
の
区
分

Ｂ地区

約 ４．６ヘクタール

建 築 物 等 の
用 途 の 制 限

建
築
物
等
に
関
す
る
事
項

次に掲げる建築物は建築してはならない。

1.	営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（以下「風営法」という。）第２
条第１項に規定する風俗営業の用に供する建築物

2.	風営法第２条第６項に規定する店舗型性風俗特殊営業及び同条第９項に規定する
店舗型電話異性紹介営業の用に供する建築物

3.	マージャン屋、ぱちんこ屋、射的場、勝馬投票券発売所、場外車券売場その他こ
れらに類するもの

4.	ナイトクラブ
5.	カラオケボックスその他これに類するもの
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○ 京都市地区計画の区域内における建築物等の制限に関する条例の一部を改正

•	 建築基準法第 68 条の 2 の規定である「地区計画の区域内において、建築物の敷地、構造、建築設備又は
用途に関する事項で当該地区計画に定められたものを、条例で、これらに関する制限として定めること
ができる」に基づき、本市の条例の一部を改正する条例案を、令和 6 年 11 月 17 日に市議会に提案し、
12 月 12 日に可決され、12 月 25 日に公布・施行しましたので、この間の取組状況をご報告します。

•	 都市計画で定める地区計画では、建築物の用途の規制として、「建築できないものとして、営業時間を設
定して制限をかけること」としましたが、建築基準法に基づく条例では、一般的に営業時間をコントロー
ルすることができないとの認識から、別の方法で規制をすることとし、市議会に提出する条例案の検討
を進めてきました。

•	 別の方法での規制とは、「日用品を販売する店舗を建築できないものとして規制したうえで、深夜営業を
行わないと認められるものを建築できないものから除く。」という方法です。

•	 ところが、都市計画で決定する地区計画で定められたものと、建築基準法に基づき条例に定めることが
できるものとの関係性を紐解いていくと、都市計画で決定する規制以上の規制を条例で定めることはで
きないことが分かりました。具体的には、「日用品を販売する店舗を建築できないものとして規制する」
という部分が、都市計画では深夜営業だけを規制しているにもかかわらず、条例では一旦全ての時間帯
の営業を規制することになるため、都市計画以上の規制にあたるということです。

•	 そこで、シンプルに、都市計画で決定する規制と同じ表現 ( 営業時間も含めた制限 ) で、条例の規制とす
ることが可能か、改めて検討を重ねました。

•	 その中で、深夜営業を規制することの意義、理由、経過など、様々な角度から、検討を行い、令和 3 年
の社会生活基本調査から当該地区内にお住いの方々の平均睡眠時間を想定したり、姉小路通の深夜時間
帯の静かさを調査したり、夜間の地区内の状況を検証したうえで、最終的に次のような状況をもとに、
条例においても、地区計画と同じように「日用品の販売を主たる目的とする店舗で午後 10 時から翌日の
午前 7 時までの間において営業を行う」建築物の建築を制限することとしました。

•	 地域の方々による建築協定を中心とした 20 年間のまちづくり活動、静かな佇まいを維持されてきた現状
を踏まえ、これまでに事例がない営業時間をコントロールする地区計画の建築条例の制定にチャレンジ
し、市議会の議決に至りました。

	◆ 姉小路地区は、商業地域に指定されているものの、伝統的な職住近接の文化により
夜は静かで落ち着いた住環境がある地域。

	◆ 夜間に騒音を発生させる日用品販売店舗（コンビニ等）を、地域独自の建築協定で
規制してきた 20 年間の実績。

	◆ 居住環境で望ましい騒音レベルは、昼間５５ｄｂ以下、夜間４５ｄｂ以下。夜間の
騒音レベルが低く設定されているのは、多くの人が睡眠をとる時間帯に静かな環境
を確保するため。

	◆ 当該地区では、概ね午後１０時３０分頃に就寝し、午前６時３０分頃に起床してい
る想定であることから、夜間の騒音レベルを午後１０時～午前７時において４５ｄ
ｂ以下とすることが相当。

	◆ 夜の静かさを調査した結果を基に日用品販売店舗（コンビニ等）が立地した場合の
午後１０時～午前７時の騒音を検証したところ、立地した場合は４５ｄｂを超える
騒音が発生する想定。
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•	 令和 6 年 12 月 25 日に建築条例改正の公布をしましたので、実際のものを、姉小路界わい地区関連分を
抜粋してご紹介します。

条例を公布することの
本文です。

条例のタイトルと条例
の本文です。
現在の条例を直接改正
するのではなく、現在の
条例の一部を改正する
条例を定めています。

別表第１では、地区の範
囲を定めています。
今回、Ａ地区とＢ地区に
区分したことを定めて
います。

別表第２では、具体的な
制限の内容を定めてい
ます。
今回は、(2) を追加しま
した。

別表第３では、建築物の
敷地がＡ地区とＢ地区
にまたがる場合の用途
の制限について、どちら
の地区の制限を適用す
るかを定めています。

附則では、この条例が効
力を発揮する日 ( 施行の
日 ) を定めています。今
回は公布の日としてい
ますので、令和５年 12
月 25 日となります。
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年
の
活
動
ア
ル
バ
ム

2024

2024 年 3 月 03 日 和田秀子池坊師範姉小路画廊で生け花 2024 年 1 月 11 日 ネットワーク会議

2024 年 4 月 19 日 134 回月例会議京都文化博物館橋本章学芸員参加2024 年 5 月 12 日 交野市星田西 3 丁目まちづくり見学会

2024 年 5 月 25 日 テキスタイルデザイナー皆川魔鬼子女史来訪2024 年 7 月 17 日 京都御池中学校美術部描画行灯張替え

2024 年 7 月 19 日 すまいのまちなみコンクール表彰式参加2024 年 7 月 26 日 ニングさん平野豆腐店取材にタイから来訪
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2024 年 8 月 24 日 京都御池中学校ブラスバンド部マーチング 彩雲堂前 2024 年 8 月 23 日 東洋初エースホテル前姉小路行灯点灯

2024 年 9 月 02 日 国際協力事業団姉小路まちづくり視察に来訪 2024 年 8 月 24 日 京都御池中学校ブラスバンド部鳩居堂ゴール付近

2024 年 11 月 10 日 車いすももてなす京まちなかを歩く日

2024 年 11 月 09 日 京都御池中学美術部描画の行灯点灯

2024 年 11 月 10 日 葛飾区の金泥書を得意とされる和田大諷氏

2024 年 11 月 09 日 幾年か前は地蔵盆前夜を飾った姉小路行灯
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2024 年 11 月 10 日 交通止めでの公道ボッチャは全国でも初の試み 2024 年 11 月 10 日 インバウンドも多言語で執筆参加

2024 年 11 月 10 日 壁面には 30 年間のまちづくり歴を掲載展示 2024 年 11 月 10 日 立命館大学生による演奏

2024 年 11 月 12 日 矢掛宿訪問  藤原令三元会長にご案内いただく 2024 年 11 月 11 日 赤穂市尾崎のまちづくりをご案内いただく

2024 年 11 月 21 日 フィンランド作家ヤニ・ロラモ氏来訪 2024 年 11 月 15 日 144 回 月例会議
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2024 年 11 月 28 日 京都大学公共政策大学院で講義 2024 年 11 月 27 日 日本女子大学薬袋奈美子先生一行ご来訪

2024 年 12 月 14 日 大軸完成（京都市景観まちづくりセンターに年中展示） 2024 年 12 月 01 日 西宮市甲陽園目神山まちづくり見学会見学

2024 年 12 月 20 日 134 回意見交換会 2024 年 12 月 20 日 133 回意見交換会

2024 年 12 月 21 日 修徳学区まちづくり協議会との合同懇親会 2024 年 12 月 20 日 30 周年記念 名古屋まちづくり公社鈴木英文理事長講演会
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京
ま
ち
な
か
を
歩
く
日

二
○
二
四
年
十
一
月
九
日               

・
十
日        

安
心
して
歩
け
る
ま
ち
を
め
ざ
して

この催しは、平成十二年十一月十九日、京都市主催「ま
ちなかを歩く日」イベントがきっかけです。せっかく歩
くのであれば、地域外から侵入して通り抜けるだけの地
域に用事のない通過交通は、通行を一時ご遠慮いただき、
姉小路通を使った参加型イベントを初年度より続けてい
ます。
令和三年のパラリンピックを機に、ボッチャが注目さ
れています。本年も姉小路通の公共空間を活用して皆で
ボッチャ一緒に遊びましょう♪

姉
小
路
界
隈
を
考
え
る
会

3 生演奏 : JAZZ □□□と立命館の奏者
[ 日時 ] 10 日 ( 日 )11：00 ～ 14：00

[ 会場 ] 中京酒販売組合駐車場（姉小路通柳馬場東入）

2 姉小路界隈の活動 29年間の目に見える成果展示
（姉小路界隈まちづくり協議会）

[ 日時 ] 11 月 9日（土）・10日 ( 日 )11：00 ～ 16：00
[ 会場 ] 中京酒販売組合駐車場（姉小路通柳馬場東入）

鬼才書家和田克己氏の書を囲んで
             姉小路路面で参加者が書染
1

[ 日時 ] 11 月 10 日 ( 日 )14：00 ～ 15：00
[ 会場 ] 姉小路通 ガス灯周辺

     4 もえぎ幼稚園祇園祭ミニ行灯展示

5

[ 日時 ] 11 月 9日 ( 土 ) ・10 日 ( 日 )11：00 ～ 16：00
[ 会場 ] ギャラリー象鯨（姉小路通柳馬場東入北側）

車いすももてなす御池中学生徒描画行灯の点灯

6

　[ 日時 ]11 月 9日 ( 土 )17：00 ～ 19：00
[ 会場 ] 姉小路通 ガス灯周辺

（
土
曜
日
） 

　
　    （
日
曜
日
）

ボッチャ 三人勝ち抜き競技（賞品贈呈）
[ 日時 ] 11 月 10 日 ( 日 ) 11：00 ～ 16：00

[ 会場 ] 姉小路通 ガス灯周辺
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当日の参加予定団体名(あいうえお順)

得点の数え方

アーバネックス三条 歩くら推進会議 NTT都市開発株式会社 学校法人光華女子学園 祇園祭山鉾連合会 京都市中京区役所 
京都御池中学校 京都外国語大学南ゼミ 京都市地域景観まちづくりネットワーク 京都文化博物館京都障害者スポーツ振興会

立命館大学岡井研究室 立命館大学本間研究室 柳池自治連合会
京都ボッチャ協会 同志社女子大学麻生ゼミ 中京もえぎ幼稚園京の三条まちづくり協議会 初音自治連合会 法政大学杉崎ゼミ

主催 : 姉小路界隈を考える会、京都ボッチャ協会、東北大学公共空間ボッチャプロジェクトD＆I（DIBO）

京 まち な か

姉小路で ボッチャ

共生スポーツ  ボーダレスなスポーツ
ボッチャは、ヨーロッパで生まれた重度脳性麻痺者もしくは同程度の四肢重度機能障がい者の
ために考案されたスポーツで、パラリンピックの正式種目です。年齢・性別・障害の有無等に関係なく、
誰でもいっしょに楽しめます。

BOCCIABOCCIA

④6球投げきったら、審判が得点を数える。

赤ボールチームと青ボールチームに分かれて、
      的になる「白(ジャック)ボール」に、相手よりも「何球」近くに止められるかを競う。
① 最初に、ジャンケン。赤ボールチームと青ボールチームに分かれる。
② まず赤チームが白(ジャック)ボールを投球し、続いて白(ジャック)ボールを投球した人が、自分のボー
ルを投球。

③ 次に青チームがボールを投球。
＊ コートに赤・青・白の3球が揃ったら、白(ジャック)ボールから離れているチームが投球。
＊赤・青のボール(6球ずつ)を投げ合う。これで、1エンド。

④ お互いのボールが無くなったら、白(ジャック)ボールに「どちらの色のボール」が、相手よりも「何球」近
くにあるかを確認。その数が、得点。

ゲームの進め方

得点の数え方

京都ボッチャ協会
☎075-712-7010

An inclusive society created through inclusive sports.
共生スポーツを通して可能となる共生社会
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北陸新幹線─ 湖西線オーバーレイ案の提言

FireFly と ChatGPT による AI 合成画像

北
陸
新
幹
線
の
京
都
・
大
阪
延
伸
に
つ

い
て
、
私
は
、
長
年
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
実

務
に
も
携
わ
っ
た
経
験
か
ら
、
地
上
走
行

に
拘
っ
て
い
ま
す
。

敦
賀
駅
と
京
都
駅
は
90
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
距
離
。
特
急
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
号
で
52

分
で
す
。
小
浜
ル
ー
ト
や
米
原
ル
ー
ト
で

は
、
90
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
よ
り
も
遠
ま
わ
り

に
な
り
ま
す
。

新
幹
線
ホ
ー
ム
が
地
下
深
く
に
な
る
と
、

乗
降
に
要
す
る
時
間
が
増
え
て
、
時
間
短

縮
効
果
が
相
殺
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
現

在
の
敦
賀
駅
や
東
京
駅
を
見
れ
ば
明
白
で

す
。
時
速
300
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
フ
ル
規
格

新
幹
線
は
、
本
当
に
必
要
な
の
で
し
ょ
う

か
？京

都
は
、
良
質
で
豊
か
な
地
下
水
に
恵

ま
れ
、
有
形
無
形
の
恩
恵
を
得
て
千
年
の

都
が
あ
っ
た
、
世
界
的
に
も
稀
な
古
都
で

す
。
手
荒
な
行
為
で
自
然
を
傷
つ
け
る
と
、

そ
の
反
動
は
、
も
は
や
人
間
の
手
で
は
修

復
出
来
な
い
─
そ
ん
な
リ
ス
ク
を
覚
悟
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

時
速
300
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
フ
ル
規
格
新

幹
線
は
誰
を
幸
せ
に
す
る
の
か
、
お
考
え

く
だ
さ
い
。
少
々
の
時
間
が
か
か
っ
て
も
、

豊
か
な
自
然
と
確
か
な
安
心
を
選
択
す
る

谷口 親平

京
都
市
民
、
姉
小
路
の
皆
様
の
思
う

北
陸
新
幹
線
延
長
へ
の
提
言
を

の
は
日
本
国
民
の
権
利
で
あ
り
、
一
部
為
政
者

だ
け
の
都
合
の
よ
い
押
し
付
け
に
屈
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

湖
西
線
は
、
誕
生
し
て
ま
だ
半
世
紀
。
沿
線

は
琵
琶
湖
、比
良
山
系
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、

江
州
と
呼
ば
れ
る
地
域
は
、
古
く
か
ら
京
都
と

縁
深
い
地
域
で
す
。
こ
の
地
域
の
活
力
維
持
の

た
め
に
は
、
湖
西
線
存
続
は
不
可
欠
で
あ
り
、

筆
者
が
提
案
す
る
在
来
線
・
新
幹
線
併
存
方
式

は
、
少
子
化
高
齢
化
・
過
疎
化
・
省
資
源
化
の

時
代
に
叶
っ
た
、
一
つ
の
選
択
肢
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

広
く
世
間
一
般
に
問
い
、
湖
西
線
オ
ー
バ
レ

イ
案
を
含
め
た
議
論
を
経
て
北
陸
新
幹
線
の
京

都
駅
地
表
ホ
ー
ム
で
の
乗
り
降
り
を
実
現
さ
せ

た
い
と
望
む
も
の
で
す
。
以
下
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
提
案
し
ま
す
。

一
、 

北
陸
新
幹
線
は
、
地
下
ホ
ー
ム
で
は
な
く
、

現
況
地
上
ホ
ー
ム
か
ら
の
乗
り
降
り
が
可

能
で
す
。

二
、
地
表
を
全
く
掘
削
し
な
い
の
で
、
危
惧
さ

れ
る
地
下
水
の
水
質
・
水
量
変
化
な
ど
は

皆
無
で
す
。

三
、
工
事
費
・
工
期
の
50
％
縮
減
が
可
能
で
す
。

四
、
日
本
国
民
の
共
有
資
産
で
あ
る
、
湖
西
線

の
存
続
が
可
能
で
す
。

こ
の
よ
う
に
良
い
こ
と
づ
く
し
の
、「
湖
西

線
オ
ー
バ
ー
レ
イ
案
」
に
つ
い
て
、
皆
で
議
論

し
ま
し
ょ
う
。
一
度
作
っ
た
ら
最
後
、
元
に
は

戻
せ
な
い
の
で
す
か
ら
。

天皇陛下のお召列車には、地表ホームが使われていたものです。
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湖西線オーバレイルートの現実性           

湖西線の利点 設計上の優位性 理由・補足説明

敦賀～京都ほぼ直線最短 工事区間、運転区間とも最短距離 湖西線 ( 敦賀～山科間 ) 路線選定が
適切であった証拠 ( 早い・安い・便
益大 )

全線立体交差構造 将来は無人運転可能 在来線 168㎞ /h の日本記録路線

全線設備が現役 トンネル、高架、駅舎ホーム再利用
可能

資源の有効活用

線路を連続活用 現有線路で資材搬入と掘削土搬出 ダンプ運搬量大幅軽減、環境保全効
果大

カーブが緩やか 新快速 130km/h の平常運転 長等トンネル坑口付近等は一部分減
速区間あり )

湖面より高い 地下水汚濁と渇水の懸念払拭 琵琶湖水面よりも高いので渇水懸念
無用

湖西線余命寿命が健全 既存技術応用で不確実性がない 拡大工事は施工実績多例

0・2 番ホーム積極活用 京都駅現況ホームを利活用可能 地表ホームから乗降可能 ( 天皇陛下
お召列車慣例 )

営業路線 工事現場へのアクセス良好 既存線路で資材搬入可能。環境負荷
小さい

未利用地の活用促進 高島、雄琴駅前広場有り 新たな商業施設可能

火災・人身事故対応の迅速性 近隣に大型病院多数あり 大津日赤、京大・京都府立、長浜市
民病院が救急搬送圏内に存在
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湖西線オーバレイルートの現実性           

近隣未利用事業用地多々 雄琴、高島活性化 平行在来沿線地域の過疎対策に活用
の可能性大

地元負担金の大幅軽減 京都府市民負担金は軽減

廃線憂目脱皮 平行在来線延命効果大 新幹線と在来線の持続共存

夜間作業でトンネル拡幅工事 活線施工方法が可能 湖西線の通常運転を確保

工区の細分化可能 地元建設業の雇用促進 工区の多分割が容易

既存トンネル再利用 残土搬出量大幅削減 既設トンネル内空上部半断面のみを
拡大掘削

工区多分割が容易 工事期間短い 既存構造物を最大限に活用

比良おろし防風対策最重要課題 馬蹄形ホロ型暴風装着の工夫 運転制限皆無技術確立が大前提

疋田の急峻地形 最高速度を減速して通過 急峻地形も日本の特徴

湖西線の問題点 設計上の留意点 理由・補足説明

湖西線の利点 設計上の優位性 理由・補足説明

多くの利点に対し、問題点は僅か !!
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国土数値情報 ( 国土交通省 ) をもとに、姉小路界隈を考える会において、imple DEM Viewer AS と Photoshop で作成

鉄道建設・運輸施設整備支援機構資料をもとに、ChatGPT による AI 合成画像を生成し、Photoshop にて加工
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今年は、「姉小路界隈を考える会」がまちづくり活動を開始して 30 年目になります。
初代の市古和弘会長は、姉小路通りで職住一体の暮らしを体現されていました。
そのお姿や姉小路界隈に暮らす人々の思いに惹かれて「考える会」の活動に関わり、3 年前に会長という

大役を拝命いたしました。
大きな出来事の一つは、一昨年暮れに、「姉小路界わい地区地区計画」の改定案が市議会で可決されたこと

です。「商業地域」での締結事例として、同意者数・加入者総面積共に日本一の規模を誇る建築協定が、過去

会長からのご挨拶

22 年間、一度のトラブル発生もないという民意力の強さが、地域の誇りです。
一昨年夏には建築協定 20 年目の満期をむかえ、更新の道を選択することとなり、新たに区域を西へと、そ

れまでの倍近くも拡大させようという機運が高まり、「建築協定同意の判」をいただいた、姉小路沿道 570m
の区域の皆様に、改めて御礼申し上げます。
「地区計画」と、この「建築協定」の両制度によって、更新前と同様に「22 時以降の深夜営業禁止」ルー

ルが継続され、これまで通りの夜間の静粛さの担保力が強まったと言えます。
また、今年は当会が推進役を務める「地域景観づくり協議会制度」の認定地区になって満 10 周年をむかえ、

この間に開催した 134 回の意見交換会を通じて、新たな入居者やブランド力に優れる店舗誘導のガイドを果
たしています。

京都の都市格となる御池通の発展、日本最古の柳池学区に隣接している当界隈において、この「考える会」
が当初から掲げている「暮らしとなりわいと文化が調和したまちづくり」を軸に、「人が生活できる」「住人
の声が聞こえる」持続可能なまちづくりにむけて、これからも住人の方々との関わりを大切につとめて参り
ます。

松元 美抄
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